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要約： 新学習指導要領では，災害等による困難を乗り越え次代の社会を形成する児童生徒に対し，

現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を教科横断的に育成する観点から，放射線教育の

重要性が述べられている．本研究では，加藤ら(2018)が開発した放射線教育用情報カード教材

“DUO×DUO”を活用し，放射線教育に関する高等学校理科授業を実践することにした．授業前後に

実施されたアンケート調査をもとにした量的分析に加え，授業中の学習者の発話内容を手がかりと

した質的分析の観点から，授業実践の評価を行うことにした．そのため，2018 年 11 月，愛媛県内

の国立高等学校総合学科第 1学年の化学基礎履修者 2クラスを対象に，放射線の基礎知識を学ぶ授

業を行うことにした．その結果，以下の 4 点が明らかとなった．(1)“DUO×DUO”は，実験での学



びを発展させ，放射線について多面的に捉えるきかっけになったこと，(2) 科学的側面に偏重せず，

社会的側面も含めて学ぶ放射線教育を実現するためのツールとして“DUO×DUO”が活用できること，

(3)“DUO×DUO”は，全ての生徒を話し合いに巻き込むことができる可能性があること，(4)“DUO

×DUO”は，自分の考えが広がったり，深まったり，学んだことを今後に生かすことができるとみ

なす傾向があること． 
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要約： 高レベル放射性廃棄物の地層処分に関する話し合いの際に，特徴を持つ一つの班を抽出してそこで行

われた話し合いの場面に検討を加えた結果，次の 2点が明らかになった．1.高レベル放射性廃棄物の地層処分

場の「松江誘致には反対」という判断は行われたが，「松江誘致に賛成」という立場の人に対するおりあいの

つけ方についての話し合いは行われなかった．松江以外の島根県内に誘致する場合の，受け入れ先の受け入れ

条件がおりあいについての話し合いとなっていた．2.班内での擬似的な社会的合意形成の過程で，自らの考え

を充分に述べるとともに他者の考えも一旦受容し，ある時は自らの考えを変容させたり歩み寄り可能な所を探

したりする生徒の活動が見られた． 
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要約： 瀬戸内海の離島である大崎上島にある広島商船高等専門学校において 12 年間にわたりエ



ネルギー討論会を行っている．この討論会は 2009年に学生と日本原子力学会シニアネットワーク連

絡会（SNW）のメンバーの対話会として大崎上島の対岸にある竹原で始まり，呉高専での開催を経て

大崎上島での開催になった．また第 4回討論会からは地域の方も討論に参加することとなり，現在

では SNW，大崎上島の地域の方と学生の討論会として実施している．討論会の目的としては当初，

原子力，放射線などに関する正しい知識を学生に持たせることやエネルギー問題に対する学生の意

識向上を目的としていたが，途中福島原子力発電所事故を受け原子力発電の是非を討論することな

ども目的となっていった．ここでは 12回にわたる討論会の内容と効果について記述する． 
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要約： 単位に 10の累乗倍の数を示す SI接頭語を付けることで，大きな量や小さな量を表すこと

ができる．福島第一原子力発電所の事故後には，放射線量を表す「ミリシーベルト」や「マイクロ

シーベルト」を見聞きする機会が多くあったが，新聞や政府刊行物の中には，「ミリ」と「マイクロ」

が同一の記事内で書かれていても，その量的関係について説明が無いものもあった．一方，義務教

育課程の教科書には，「ナノ」から「テラ」までの SI接頭語が登場しており，義務教育課程を修了

した情報の受け手には，SI接頭語に関する説明が無くても，数値を正確に読み取るリテラシーが求

められている．しかしながら，高校生及び大学生を対象にした SI接頭語に関する理解度調査では，

「メートル」や「グラム」につけられた「キロ」については理解度が高かったが，熱量（cal）や電

力量（Wh）に「キロ」がついた場合や，他の SI接頭語との関係について問われると，理解度は大き

く低下した．科学技術の発展に伴い，生活で扱う数字の範囲が広がり，SI接頭語を使う機会が今後

さらに増えることも予想される。学校教育における SI接頭語の体系立てた学習が必要である．エネ

ルギー教育分野においても，熱や電気に関連する様々な単位に SI接頭語が用いられる場合も多く，

エネルギーに関する正しい理解と行動のためにも，SI接頭語を意識した教育活動が重要である． 
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要約： 新しい高等学校の学習指導要領において，総合的な探究の時間および理数探究などの科目

が設置されることとなった．しかし，探究の基礎を学ぶ段階に相当する『理数探究基礎』において，

どのような教材を用いて指導を行えば，意欲をもって主体的に探究に取り組む生徒を育むことがで



きるかについて示した実践例は少ない．そこで本研究では，生徒の探究に対する興味関心を喚起し

つつ，『探究の過程を疑似体験』できる探究型学習用の教材として活用できる 2.0 m大の大きさの風

車風力発電機を，3Dプリンターを用いて開発し，教育実践を行ったためこれを報告する． 
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